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あさかわさんぎょうまつり、大抽選会



浅
川
町
総
合
文
化
祭
・
芸
能
祭

　

あ
さ
か
わ
さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ
り
開
催
!!

広報あさかわ　2011.12　❷

　

11
月
３
日
㈭
、
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
と
町
民
体
育
館
を
会
場
に
、

「
浅
川
町
総
合
文
化
祭
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

両
会
場
内
に
は
、
町
の
各
団
体
な

ど
か
ら
出
品
さ
れ
た
花
や
盆
栽
、
創

作
品
な
ど
数
多
く
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
ま
た
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

選
作
品
や
各
学
校
な
ど
か
ら
の
書

道
・
絵
画
な
ど
の
作
品
も
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
中
央
公
民
館
前
に
お
い

て
、
町
日
赤
奉
仕
団
や
更
生
保
護
女

性
会
・
体
育
指
導
委
員
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
餅

な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
皆

さ
ん
に
大
変
好
評
で
し
た
。

　

11
月
６
日
㈰
に
は
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
「
芸
能
祭
」
が
行
わ
れ
、

各
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
歌
や
踊
り
、

楽
器
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。



❸　広報あさかわ　201１.12

　

役
場
駐
車
場
に
お
い
て
は
、
「
あ

さ
か
わ
さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
商
工
会
ブ
ー
ス
・
JA

ブ
ー
ス
・
自
動
車
展
示
ブ
ー
ス
・
飲

食
ブ
ー
ス
な
ど
に
わ
か
れ
、
原
発
事

故
に
よ
り
風
評
被
害
が
あ
る
な
か
、

安
心
し
て
食
せ
る
浅
川
町
の
野
菜
や

く
だ
も
の
、
新
そ
ば
な
ど
多
数
販
売

さ
れ
、
あ
わ
せ
て
農
機
具
や
冬
タ
イ

ヤ
な
ど
の
展
示
販
売
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
役
場
前
の
道
路
に
お
い
て

は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
米
俵
引
き

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
・
女
性
の
部
で

は
40
㎏
、
一
般
の
部
で
は
60
㎏
の
米

俵
を
そ
り
に
乗
せ
、
顔
を
真
っ
赤
に

し
な
が
ら
全
力
で
引
っ
張
る
姿
に
、

観
客
か
ら
も
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
三

浦
良
太
歌
謡
シ
ョ
ー
や
緑
川
ふ
く
民

踊
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
時

に
は
欠
か
せ
な
い
地
雷
火
太
鼓
の
演

奏
で
締
め
く
く
り
、
最
後
に
は
大
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
「
あ
さ
か

わ
さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ
り
」
が
終
了
し

ま
し
た
。

素晴らしい! 握手をお願いします！

いらっしゃいませ～

イベントは私達、「地雷火太鼓」に任せてください！！ 拳が入ります！

ヨッシャー 入ったよ！ ゲットしました！！

想像以上に…重い！素晴らしい! 握手をお願いします！

いらっしゃいませ～

イベントは私達、「地雷火太鼓」に任せてください！！ 拳が入ります！

ヨッシャー 入ったよ！ ゲットしました！！

想像以上に…重い！



第
一
分
団

第
二
班

　

久
田
　

健
司
（
副
班
長
）

　

金
成
　

重
勝
（
機
動
班
長
）

第
二
分
団

第
二
班

　

我
妻
　

展
洋
（
副
班
長
）

第
三
班

　

川
音
　

祐
二
（
副
班
長
）

第
三
分
団

第
二
班

　

関
根
　

朗
雄
（
班
　
　

長
）

第
三
班

　

江
田
　

文
彦
（
団
　
　

員
）

第
四
班

　

根
本
　

英
幸
（
団
　
　

員
）

第
四
分
団

第
三
班

　

会
田
　

学
　

（
副
班
長
）

第
五
分
団

第
二
班

　

緑
川
　

典
男
（
団
　
　

員
）

第
三
班

　

迎
　
　

一
樹
（
副
分
団
長
）

第
六
分
団

第
二
班

　

矢
内
圭
一
郎
（
機
動
班
長
）

第
一
分
団

第
一
班

　

塚
原
　

陽
一
（
団
　
　

員
）

　

木
谷
　

裕
人
（
団
　
　

員
）

　

矢
吹
　

卓
哉
（
団
　
　

員
）

第
二
班

　

佐
久
間
浩
二
（
団
　
　

員
）

第
二
分
団

第
一
班

　

緑
川
　

健
太
（
団
　
　

員
）

　

小
宅
　

善
隆
（
団
　
　

員
）

　

富
永
　

貴
之
（
団
　
　

員
）

第
三
分
団

第
三
班

　

小
松
　

貴
行
（
団
　
　

員
）

第
四
班

　

緑
川
　

和
樹
（
団
　
　

員
）

　

小
室
　

弘
樹
（
団
　
　

員
）

第
四
分
団

第
一
班

　

江
田
　

貴
幸
（
団
　
　

員
）

第
四
班

　

須
藤
　

悟
　

（
団
　
　

員
）

　

斎
藤
　

康
成
（
団
　
　

員
）

　

佐
川
　

勇
気
（
団
　
　

員
）

第
五
分
団

第
二
班

　

松
浦
　

智
和
（
機
動
班
長
）

第
六
分
団

第
一
班

　

瓦
吹
　

仁
一
（
副
班
長
）

　

八
木
沼
文
博
（
団
　
　

員
）

第
二
班

　

藤
田
　

将
広
（
団
　
　

員
）

第
二
分
団

第
三
分
団

○
勤
続
団
員
（
５
年
勤
続
）

 

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

○
優
良
団
員
（
10
年
勤
続
）

 

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

○
無
火
災
分
団
（
表
彰
状
）
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浅
川
町
消
防
団
秋
季
検
閲
式

　

11
月
６
日
㈰
、町
民
体
育
館
に
お

い
て
、
町
消
防
関
係
者
や
来
賓
の

方
々
な
ど
約
200
名
が
出
席
し
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
、春
季
検
閲
式
及
び
操
法

競
技
大
会
が
中
止
と
な
り
、平
成
14

年
度
以
来
の
秋
季
検
閲
式
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

検
閲
式
で
は
、町
長
よ
り
東
日
本

大
震
災
、台
風
被
害
に
お
け
る
消
防

団
員
の
活
躍
に
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、

そ
の
後
、一
般
協
力
者
や
優
良
火
防
の

家
、消
防
団
員
表
彰
状
及
び
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
、受
賞
者
を
代
表

し
、上
野
　

修
さ
ん（
荒
町
）が
代
表

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

雨
天
に
よ
り
、町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
通
常
点
検
や
機
械
器
具
点
検
、

分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
な
か
っ
た

も
の
の
、検
閲
終
了
ま
で
、団
員
の
皆

さ
ん
は
規
律
正
し
い
態
度
で
臨
ん
で

い
ま
し
た
。

須
藤
　

勝
吉
（
荒
　
　
　

町
）

金
成
　

一
友
（
滝
輪
一
区
）

我
妻
　

忠
夫
（
里
　

白
　

石
）

圓
谷
　

耕
一
（
福
　

貴
　

作
）

八
旗
　

正
紀
（
　
　

染
　
　

）

小
針
　

浩
美
（
簑
　
　
　

輪
）

関
根
　

正
夫
（
袖
　
　
　

山
）

金
澤
　

秀
男
（
東
大
畑
一
区
）

藤
田
　

喜
祥
（
東
大
畑
二
区
）

根
本
　

明
雄
（
畑
　
　
　

田
）

岡
部
　

保
　

（
中
　
　
　

里
）

佐
川
　

和
久
（
大
　
　
　

草
）

笹
島
　

正
明
（
山
白
石
一
区
）

松
浦
　

正
孝
（
山
白
石
三
区
）

迎
　
　

久
義
（
山
白
石
六
区
）

鈴
木
昭
一
郎
（
小
　
　
　

貫
）

大
河
内
清
美
（
太
　

田
　

輪
）

内
田
　

東
英
（
本
町
一
区
）

小
山
田
良
廣
（
本
町
二
区
）

上
野
　

修
　

（
荒
　
　
　

町
）

石
田
　

徹
　

（
滝
輪
一
区
）

圓
谷
　

忠
吉
（
福
　

貴
　

作
）

平
井
　

孝
二
（
　
　

染
　
　

）

八
代
　

敏
彦
（
簑
　
　
　

輪
）

白
川
　

多
一
（
袖
　
　
　

山
）

水
野
　

昇
　

（
東
大
畑
一
区
）

太
楽
　

義
浩
（
東
大
畑
二
区
）

小
室
　

義
勝
（
畑
　
　
　

田
）

矢
吹
　

勲
　

（
松
　

野
　

入
）

小
野
　

辰
男
（
大
　
　
　

草
）

岡
田
　

春
男
（
山
白
石
二
区
）

鈴
木
　

幸
治
（
小
　
　
　

貫
）

藤
田
　

春
夫
（
太
　

田
　

輪
）

前
第
一
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

近
藤
　

淳

前
第
二
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

金
内
　

吉
徳

前
第
三
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

藤
田
　

正
憲

前
第
四
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

小
濃
　

芳
勝

前
第
五
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

鈴
木
　

実

前
第
六
分
団
分
団
長

　
　
　
　
　
　

坂
本
　

進

○
一
般
協
力
者
（
感
謝
状
）

○
優
良
火
防
の
家

　

（
表
彰
状
・
プ
レ
ー
ト
）

○
平
成
22
年
度
分
団
長

　

（
感
謝
状
・
記
念
品
）

平成23年度　全国統一防火標語

消したはず　決めつけないで　もう一度
平成23年度　全国統一防火標語

消したはず　決めつけないで　もう一度

表
彰
状
・
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
た
方
（
敬
称
略
）



第
一
分
団

第
二
班

　

久
田
　

健
司
（
副
班
長
）

　

金
成
　

重
勝
（
機
動
班
長
）

第
二
分
団

第
二
班

　

我
妻
　

展
洋
（
副
班
長
）

第
三
班

　

川
音
　

祐
二
（
副
班
長
）

第
三
分
団

第
二
班

　

関
根
　

朗
雄
（
班
　
　

長
）

第
三
班

　

江
田
　

文
彦
（
団
　
　

員
）

第
四
班

　

根
本
　

英
幸
（
団
　
　

員
）

第
四
分
団

第
三
班

　

会
田
　

学
　

（
副
班
長
）

第
五
分
団

第
二
班

　

緑
川
　

典
男
（
団
　
　

員
）

第
三
班

　

迎
　
　

一
樹
（
副
分
団
長
）

第
六
分
団

第
二
班

　

矢
内
圭
一
郎
（
機
動
班
長
）

第
一
分
団

第
一
班

　

塚
原
　

陽
一
（
団
　
　

員
）

　

木
谷
　

裕
人
（
団
　
　

員
）

　

矢
吹
　

卓
哉
（
団
　
　

員
）

第
二
班

　

佐
久
間
浩
二
（
団
　
　

員
）

第
二
分
団

第
一
班

　

緑
川
　

健
太
（
団
　
　

員
）

　

小
宅
　

善
隆
（
団
　
　

員
）

　

富
永
　

貴
之
（
団
　
　

員
）

第
三
分
団

第
三
班

　

小
松
　

貴
行
（
団
　
　

員
）

第
四
班

　

緑
川
　

和
樹
（
団
　
　

員
）

　

小
室
　

弘
樹
（
団
　
　

員
）

第
四
分
団

第
一
班

　

江
田
　

貴
幸
（
団
　
　

員
）

第
四
班

　

須
藤
　

悟
　

（
団
　
　

員
）

　

斎
藤
　

康
成
（
団
　
　

員
）

　

佐
川
　

勇
気
（
団
　
　

員
）

第
五
分
団

第
二
班

　

松
浦
　

智
和
（
機
動
班
長
）

第
六
分
団

第
一
班

　

瓦
吹
　

仁
一
（
副
班
長
）

　

八
木
沼
文
博
（
団
　
　

員
）

第
二
班

　

藤
田
　

将
広
（
団
　
　

員
）

第
二
分
団

第
三
分
団

○
勤
続
団
員
（
５
年
勤
続
）

 

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

○
優
良
団
員
（
10
年
勤
続
）

 

（
表
彰
状
・
バ
ッ
ジ
）

○
無
火
災
分
団
（
表
彰
状
）

❺　広報あさかわ　201１.12
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第23回 市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
　

11
月
20
日
㈰
、
白
河
市
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島

県
庁
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
、
16
区
間
96.5

㎞
で
競
わ
れ
た
大
会
に
お
い
て
、
浅
川

町
選
手
団
は
、
総
合
49
チ
ー
ム
中
35
位
、

町
の
部
で
は
27
チ
ー
ム
中
15
位
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

順
位
と
し
て
は
、
昨
年
を
上
回
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
月
７

日
か
ら
の
合
同
練
習
の
成
果
を
一
人
ひ

と
り
が
十
分
に
発
揮
し
、
最
後
ま
で
走

り
抜
き
ま
し
た
。(

選
手
等
・
敬
称
略)

 

選
手
の
懸
命
な
走
り
に
よ
り
、

ゴ
ー
ル
ま
で
走
り
抜
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 

選
手
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
選
手

を
補
佐
し
た
控
え
選
手
、
選
手

団
を
支
え
た
役
員
の
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

区
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６

競技者区分 走　者　名 区　分 勤務先・学校

控え選手

監　督

コーチ

距離（㎞）
4.0
8.2
5.8
7.3
6.7
8.3
5.4
5.4
3.0
9.2
3.9
7.0
4.8
5.7
3.4
8.4

女子
男子
男子
男子
男子
男子
男子
男子
女子
男子
女子
男子
男子
男子
女子
男子

－

中・高校生又はシニア

中学生又はシニア

－

高校生又は中学生

－

中学生

中学生

中学生

－

－

－

－

中・高校生又はシニア

中学生又はシニア

－

岡部由梨子
佐藤　克哉
生田目哲也
　川　忠幸
岡部　真仁
矢吹　啓介
江田　拓磨
渡邉　教介
齋藤　那奈
須藤　宏皓
岡田　彩香
岡部　慎弥
角田　祐介
塩田　和輝
金成　貴子

中学生
高校生
中学生
一般男子
中学生
ふるさと

中学生
中学生
中学生
ふるさと

ふるさと

ふるさと

中学生
中学生
中学生
一般男子主将　八木沼和夫

鈴木　恭平
鈴木　浩平
佐藤　里於
高桑佳緒莉

浅川中３年
浅川中１年
浅川中２年
浅川中２年

岡田　長次 岡長工務店

佐川　光弘 浅川中教諭

チ
ー
ム
一
丸 

浅
川
町
選
手
団 

健
闘
!!

チ
ー
ム
一
丸 

浅
川
町
選
手
団 

健
闘
!!

チ
ー
ム
一
丸 

浅
川
町
選
手
団 

健
闘
!!

浅川中３年
学法石川高１年
浅川中３年
大同信号㈱
浅川中２年
陸上自衛隊福島
浅川中２年
浅川中３年
浅川中３年
陸上自衛隊郡山
陸上自衛隊郡山
陸上自衛隊郡山
浅川中３年
浅川中２年
浅川中２年
日本精工㈱
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第
52
回
各
種
功
労
者
表
彰
式
が
、

11
月
３
日
㈭
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
、自
治
功
労
者

や
消
防
功
労
者
な
ど
７
名
。感
謝
状

を
贈
ら
れ
た
の
は
、教
育
功
労
者
や

農
政
功
労
者
な
ど
27
名
で
す
。

　

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
る

地
道
な
努
力
と
功
績
に
よ
り
、
町

政
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
た

方
々
や
、
他
の
模
範
と
な
る
べ
き

功
績
が
あ
っ
た
方
々
を
称
え
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
藤
田
幸
一
（
東
大
畑
一
区
）
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

自
治
功
労
者
　

　

藤
田
　

幸
一
（
東
大
畑
一
区
）

　

江
田
　

久
男
（
根
　
　
　

岸
）

　

関
根
　

守
　

（
滝
輪
二
区
）

　

内
田
　

喜
夫
（
本
町
一
区
）

　

教
育
功
労
者
　

　

奥
貫
美
知
子
（
本
町
一
区
）

　

消
防
功
労
者
　

　

佐
川
　

勝
喜
（
大
　
　
　

草
）

　

徳
行
善
行

　

小
室
ミ
ツ
子
（
畑
　
　
　

田
）

　

教
育
功
労
者
　

　

佐
川
　

善
雄
（
大
　
　
　

草
）

　

農
政
功
労
者
　

　

近
藤
　

功
　

（
東
大
畑
一
区
）

　

鈴
木
　

利
美
（
山
白
石
一
区
）

　

富
永
　

精
記
（
里
　

白
　

石
）

　

兼
子
　

和
憲
（
簔
　
　
　

輪
）

　

川
音
一
四
郎
（
　
　

染
　
　

）

　

伝
統
文
化
功
労
者
　

　

鈴
木
健
太
郎
（
荒
　
　
　

町
）

　

自
治
功
労
者
　

　

富
永
　

善
信
（
里
　

白
　

石
）

　

佐
川
　

富
美
（
大
　
　
　

草
）

　

迎
　
　

勝
恵
（
山
白
石
五
区
）

　

白
瀬
　

清
　

（
滝
輪
一
区
）

　

消
防
功
労
者
　

　

藤
田
　

正
憲
（
東
大
畑
一
区
）

　

矢
内
　

昭
夫
（
里
　

白
　

石
）

　

関
根
　

淳
　

（
東
大
畑
二
区
）

　

笹
島
　

正
明
（
山
白
石
一
区
）

　

水
野
　

昌
安
（
須
賀
川
市
）

　

保
健
功
労
者
　

　

上
野
　

信
直
（
荒
　
　
　

町
）

　

吉
田
　

達
司
（
本
町
一
区
）

　

民
生
功
労
者
　

　

我
妻
　

亮
　

（
福
　

貴
　

作
）

　

民
生
功
労
者
　

　

金
澤
　

証
次
（
本
町
二
区
）

　

佐
藤
　

伸
行
（
山
白
石
六
区
）

　

緑
川
　

節
子
（
里
　

白
　

石
）

　

福
祉
功
労
者
　

　

井
上
　

律
子
（
本
町
二
区
）

　

松
浦
　

共
二
（
山
白
石
三
区
）

　

徳
行
善
行
　

　

小
川
　

智
士
（
東
京
都
杉
並
区
）

　

酒
井
　

俊
行
（
埼
玉
県
八
潮
市
）

　

川
音
　

茂
一
（
　
　

染
　
　

）

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

表
彰
状
受
賞
者

感
謝
状
受
賞
者
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第23回 市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会
　

11
月
20
日
㈰
、
白
河
市
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、
福
島

県
庁
前
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
、
16
区
間
96.5

㎞
で
競
わ
れ
た
大
会
に
お
い
て
、
浅
川

町
選
手
団
は
、
総
合
49
チ
ー
ム
中
35
位
、

町
の
部
で
は
27
チ
ー
ム
中
15
位
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

順
位
と
し
て
は
、
昨
年
を
上
回
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
月
７

日
か
ら
の
合
同
練
習
の
成
果
を
一
人
ひ

と
り
が
十
分
に
発
揮
し
、
最
後
ま
で
走

り
抜
き
ま
し
た
。(

選
手
等
・
敬
称
略)

 

選
手
の
懸
命
な
走
り
に
よ
り
、

ゴ
ー
ル
ま
で
走
り
抜
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 

選
手
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
選
手

を
補
佐
し
た
控
え
選
手
、
選
手

団
を
支
え
た
役
員
の
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

区
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６

競技者区分 走　者　名 区　分 勤務先・学校

控え選手

監　督

コーチ

距離（㎞）
4.0
8.2
5.8
7.3
6.7
8.3
5.4
5.4
3.0
9.2
3.9
7.0
4.8
5.7
3.4
8.4

女子
男子
男子
男子
男子
男子
男子
男子
女子
男子
女子
男子
男子
男子
女子
男子

－

中・高校生又はシニア

中学生又はシニア

－

高校生又は中学生

－

中学生

中学生

中学生

－

－

－

－

中・高校生又はシニア

中学生又はシニア

－

岡部由梨子
佐藤　克哉
生田目哲也
　川　忠幸
岡部　真仁
矢吹　啓介
江田　拓磨
渡邉　教介
齋藤　那奈
須藤　宏皓
岡田　彩香
岡部　慎弥
角田　祐介
塩田　和輝
金成　貴子

中学生
高校生
中学生
一般男子
中学生
ふるさと

中学生
中学生
中学生
ふるさと

ふるさと

ふるさと

中学生
中学生
中学生
一般男子主将　八木沼和夫

鈴木　恭平
鈴木　浩平
佐藤　里於
高桑佳緒莉

浅川中３年
浅川中１年
浅川中２年
浅川中２年

岡田　長次 岡長工務店

佐川　光弘 浅川中教諭

チ
ー
ム
一
丸 

浅
川
町
選
手
団 
健
闘
!!

チ
ー
ム
一
丸 

浅
川
町
選
手
団 
健
闘
!!

チ
ー
ム
一
丸 

浅
川
町
選
手
団 
健
闘
!!

浅川中３年
学法石川高１年
浅川中３年
大同信号㈱
浅川中２年
陸上自衛隊福島
浅川中２年
浅川中３年
浅川中３年
陸上自衛隊郡山
陸上自衛隊郡山
陸上自衛隊郡山
浅川中３年
浅川中２年
浅川中２年
日本精工㈱
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愛
の
献
血

　

10
月
22
日
㈯
、
石
川
町
の

ホ
テ
ル
松
多
屋
に
お
い
て
石

川
地
方
町
村
広
域
連
携
事
業

（
婚
活
事
業
）
イ
ベ
ン
ト
が
、

行
わ
れ
、
男
性
28
名
、
女
性

29
名
の
合
計
57
名
が
参
加
し
、

め
で
た
く
7
組
の
♡
カ
ッ
プ

ル
♡
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
婚
活
事
業
は
、
石
川

郡
内
5
町
村
が
連
携
し
て
男

女
の
出
会
い
の
場
を
設
け
、

講
話
や
講
習
を
通
し
て
、
参

加
者
が
自
分
を
磨
く
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
度
1
回
目
と
な
る
今
回
は
、

「
料
理
作
り
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
20
日
㈭
、
田
村
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、

第
59
回
福
島
県
身
体
障
が
い

者
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
小

川
昇
市
さ
ん
（
荒
町
）
は
、

更
生
援
護
功
労
者
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
身
体
障
が

い
者
自
身
の
積
極
的
な
社
会

参
加
と
自
立
・
自
助
の
精
神

を
助
長
し
、
広
く
県
民
の
理

解
と
協
力
を
得
て
、
障
が
い

者
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」

の
理
念
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
福
祉
の
増
進
を
目
指
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

11
月
8
日
㈫
、
郡
山

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
に
お
い
て
、

浅
川
町
か
ら
1
名
が
15
年
以

上
の
銀
色
有
功
章
を
、10
名

が
20
年
以
上
の
金
色
有
功
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
色
有
功
章
を
受
章
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か

ら
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
活

動
し
、
特
に
功
労
顕
著
で
あ

り
他
の
模
範
に
な
っ
た
と
し

て
、
日
赤
福
島
県
支
部
よ
り

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

11
月
9
日
㈬
、
杉
妻
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
福

島
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
に

お
い
て
、
坂
本
寛
一
さ
ん

（
本
町
二
区
）
は
、
福
島
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
統
計
調
査

員
と
し
て
25
年
以
上
に
わ

た
っ
て
統
計
調
査
事
務
に
従

事
し
、
統
計
の
普
及
発
展
に

貢
献
し
た
功
績
が
顕
著
で
あ

る
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

11
月
16
日
㈬
、
町
内
企
業

２
社
と
中
央
公
民
館
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド

ナ
ー
登
録
も
併
せ
て
行
わ
れ
、

多
く
の
方
に
も
登
録
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
登
録
を

し
て
い
た
だ
い
た
中
で
も
、

提
供
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

一
致
せ
ず
、
移
植
を
待
っ
て

い
る
患
者
へ
実
際
に
移
植
が

で
き
る
の
は
、
約
６
割
程
度

で
す
の
で
、
引
き
続
き
多
く

の
方
に
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
と
献
血
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
大
同
信
号
㈱
浅
川
工
場
　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

26
名

○
大
同
化
工
㈱
　

様
　

９
名

○
中
央
公
民
館
（
一
般
の
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
名

「
エ
プ
ロ
ン
de

　
　
　

婚
活
」
開
催

障
が
い
者
福
祉

　
　
　

大
会
で
受
賞

日
本
赤
十
字

　
　

県
有
功
章
受
章

統
計
功
労
者

　
　
　

県
表
彰
受
賞
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笑
顔
を
届
け
に

　
　
　

読
み
聞
か
せ

幼
稚
園
・
保
育
所

　
　
　
　

除
染
作
業

老
人
ク
ラ
ブ
健
康

づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
大
会

交
通
安
全
母
の
会

街
頭
活
動

○浅川幼稚園
　0.218⇒0.159 
　△0.059
○浅川保育所
　0.234⇒0.134
　△0.100
○山白石保育所
　0.226⇒0.179
　△0.047
単位：μSv/ｈ

環
境
美
化
活
動

　　

10
月
13
日
㈭
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
方
々
に
、

紙
芝
居
や
詩
の
朗
読
・
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
て
一

人
で
も
多
く
の
人
に
笑
顔
に

な
っ
て
も
ら
い
、
元
気
を
与

え
ら
れ
れ
ば
と
、
「
金
子
み

す
ゞ
」
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ

る
山
口
県
長
門
市
立
図
書
館

の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
来
町
し
、
「
読
み

聞
か
せ
会
」
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
は
、

被
災
地
域
を
数
班
に
分
け
て

訪
問
し
て
お
り
、
浅
川
町
で

は
山
白
石
保
育
所
と
山
白
石

小
学
校
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
さ
ぎ
そ
う
に
て
読
み

聞
か
せ
会
を
開
催
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
か
ら
20
日
に
か

け
て
、
各
施
設
園
庭
内
の
除

染
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
・
保
育
所
の
い
ず

れ
の
施
設
に
お
い
も
、
除
染

前
の
数
値
は
、
園
庭
の
測
定

値
の
平
均
が
0.2
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
台
で
し
た
が
、

除
染
作
業
に
よ
り
平
均
0.1
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
台
の
数

値
に
下
げ
る
こ
と
が
で
き
、

除
染
の
効
果
が
現
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　　

10
月
14
日
㈮
、
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
町
内
10

団
体
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会

員
の
170
名
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
快
晴
の
中
、
ク
ロ
リ

テ
ィ
や
玉
入
れ
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が
ら
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

大
会
競
技
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
つ
い
て
は
、
優
勝
し

た
本
町
長
寿
愛
好
会
A
チ
ー

ム
を
は
じ
め
、
上
位
3
チ
ー

ム
が
、
後
日
開
催
さ
れ
た
石

川
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
大
会
に
参
加
し
、
健
闘
し

ま
し
た
。

　

10
月
17
日
㈪
、
国
道
118
号

歩
道
に
お
い
て
、
浅
川
町
交

通
安
全
母
の
会
（
人
見
美
智

会
長
）
か
ら
16
名
、
石
川
警

察
署
か
ら
2
名
が
参
加
し
、

通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
交

通
安
全
の
啓
発
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
秋
の
交
通

事
故
が
多
く
な
る
時
期
に
県

内
の
市
町
村
交
通
安
全
母
の

会
が
一
斉
に
交
通
安
全
街
頭

活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

広
く
交
通
安
全
意
識
の
普
及

と
交
通
安
全
母
の
会
の
活
動

の
浸
透
を
図
る
目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
㈭
、
棚
倉
た
ば

こ
販
売
協
同
組
合
女
性
部

（
高
坂
節
子
会
長
）
の
8
名

の
皆
さ
ん
が
、
町
役
場
か
ら

J
R
磐
城
浅
川
駅
前
の
道
路

や
八
紘
園
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
喫
煙
マ
ナ
ー
の
啓
発
向

上
を
目
的
に
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
今
年
度
は
、
6
月
に

矢
祭
町
、
7
月
に
塙
町
、
9

月
に
棚
倉
町
、
10
月
に
浅
川

町
と
鮫
川
村
で
そ
れ
ぞ
れ
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
環
境
美
化
意
識

を
持
ち
、
ポ
イ
捨
の
な
い
町

づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
を
し

ま
し
ょ
う
!
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愛
の
献
血

　

10
月
22
日
㈯
、
石
川
町
の

ホ
テ
ル
松
多
屋
に
お
い
て
石

川
地
方
町
村
広
域
連
携
事
業

（
婚
活
事
業
）
イ
ベ
ン
ト
が
、

行
わ
れ
、
男
性
28
名
、
女
性

29
名
の
合
計
57
名
が
参
加
し
、

め
で
た
く
7
組
の
♡
カ
ッ
プ

ル
♡
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
婚
活
事
業
は
、
石
川

郡
内
5
町
村
が
連
携
し
て
男

女
の
出
会
い
の
場
を
設
け
、

講
話
や
講
習
を
通
し
て
、
参

加
者
が
自
分
を
磨
く
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
度
1
回
目
と
な
る
今
回
は
、

「
料
理
作
り
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

10
月
20
日
㈭
、
田
村
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、

第
59
回
福
島
県
身
体
障
が
い

者
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
小

川
昇
市
さ
ん
（
荒
町
）
は
、

更
生
援
護
功
労
者
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
身
体
障
が

い
者
自
身
の
積
極
的
な
社
会

参
加
と
自
立
・
自
助
の
精
神

を
助
長
し
、
広
く
県
民
の
理

解
と
協
力
を
得
て
、
障
が
い

者
の
「
完
全
参
加
と
平
等
」

の
理
念
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
福
祉
の
増
進
を
目
指
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

11
月
8
日
㈫
、
郡
山

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
に
お
い
て
、

浅
川
町
か
ら
1
名
が
15
年
以

上
の
銀
色
有
功
章
を
、10
名

が
20
年
以
上
の
金
色
有
功
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
色
有
功
章
を
受
章
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か

ら
赤
十
字
奉
仕
団
と
し
て
活

動
し
、
特
に
功
労
顕
著
で
あ

り
他
の
模
範
に
な
っ
た
と
し

て
、
日
赤
福
島
県
支
部
よ
り

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

11
月
9
日
㈬
、
杉
妻
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
福

島
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
に

お
い
て
、
坂
本
寛
一
さ
ん

（
本
町
二
区
）
は
、
福
島
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
統
計
調
査

員
と
し
て
25
年
以
上
に
わ

た
っ
て
統
計
調
査
事
務
に
従

事
し
、
統
計
の
普
及
発
展
に

貢
献
し
た
功
績
が
顕
著
で
あ

る
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

11
月
16
日
㈬
、
町
内
企
業

２
社
と
中
央
公
民
館
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド

ナ
ー
登
録
も
併
せ
て
行
わ
れ
、

多
く
の
方
に
も
登
録
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
登
録
を

し
て
い
た
だ
い
た
中
で
も
、

提
供
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

一
致
せ
ず
、
移
植
を
待
っ
て

い
る
患
者
へ
実
際
に
移
植
が

で
き
る
の
は
、
約
６
割
程
度

で
す
の
で
、
引
き
続
き
多
く

の
方
に
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
と
献
血
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
大
同
信
号
㈱
浅
川
工
場
　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　

26
名

○
大
同
化
工
㈱
　

様
　

９
名

○
中
央
公
民
館
（
一
般
の
方
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
名

「
エ
プ
ロ
ン
de

　
　
　

婚
活
」
開
催

障
が
い
者
福
祉

　
　
　

大
会
で
受
賞

日
本
赤
十
字

　
　

県
有
功
章
受
章

統
計
功
労
者

　
　
　

県
表
彰
受
賞
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「
あ
さ
ま
る
」
く
ん

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

第
12
回
全
国
伝
統
花
火

　

サ
ミ
ッ
ト
in
郡
山
に
参
加
!!

も
ち
つ
き
会

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
活

躍
す
る
、
町
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
あ
さ
ま

る
」
く
ん
を
、
こ
の
度
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

花
火
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
平
成
9

年
に
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
制
定
し
、
各
イ

ベ
ン
ト
会
場
な
ど
で
活
躍
し

て
い
ま
し
た
が
、
老
朽
化
に

よ
り
お
目
見
え
す
る
機
会
が

減
っ
て
し
ま
い
、
今
年
度
2

体
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
の
PR
活
動
を
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
イ
ベ

ン
ト
会
場
な
ど
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
!!
（
優
し
く
し
て

く
だ
さ
い
ね
。
）

　

10
月
22
日
㈯
、
郡
山
市
開
成
山
陸
上
競

技
場
で
開
催
さ
れ
、
地
元
福
島
県
を
代
表

し
郡
山
市
の
「
富
岡
の
唐
傘
行
灯
花
火
保

存
会
」
と
共
に
「
浅
川
町
両
町
青
年
会
」

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、
伝
統
花
火
を
守
る

全
国
の
12
団
体
が
集
い
、
勇
壮
な
手
筒
や

仕
掛
け
花
火
を
競
演
す
る
も
の
で
、
浅
川

町
両
町
青
年
会
は
「
慰
霊
の
花
火
」
と
し

て
300
有
余
年
の
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
町
中

を
練
り
歩
い
て
打
上
げ
場
所
ま
で
運
ぶ

「
大
か
ら
く
り
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
郡
山
市
の
第
17
回
市

民
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
同
時
開

催
さ
れ
、
浅
川
町
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
商
工
会
の
皆
さ
ん
と
菜
ち
ゃ
ん
市
場

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
浅
川

町
を
P
R
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
雨
が
降

る
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
浅
川
地

雷
火
太
鼓
に
あ
わ
せ
、

力
強
く
会
場
内
を
練

り
歩
き
、
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
の
た
め
だ
け

に
作
っ
た
、
特
別

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
「
大

か
ら
く
り
」
を
来
場

者
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

11
月
1
日
㈫
、
浅
川
幼
稚

園
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

快
晴
の
中
、
保
護
者
の
方
々

が
石
臼
に
入
っ
た
餅
米
を
杵

で
リ
ズ
ム
よ
く
つ
く
と
、
園

児
の
皆
さ
ん
が
「
ヨ
イ

シ
ョ
!
ヨ
イ
シ
ョ
!
」
と
元

気
よ
く
声
を
か
け
、
そ
の
後
、

園
児
一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く

突
き
棒
で
餅
つ
き
を
行
い
ま

し
た
。

　

つ
か
れ
た
餅
は
、
き
な
こ

餅
と
し
ょ
う
ゆ
餅
、
お
み
や

げ
用
の
丸
め
餅
の
三
種
類
が

作
ら
れ
、
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
保
護
者
の
方
々
や
先
生

方
と
一
緒
に
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参加団体のトップで浅川の花火をPR
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●年齢は？　２５歳
●出身は？　浅川町
●家族構成は？　妻、長女
●趣味は?　読書、遠出
●今、欲しい物は?
　ジャージ、連休、ジャンプ力が欲しい
●楽しかった思い出は?
　高校時代の部活
●どんなスポーツが好きですか?
　バレーボール、サッカー

●プチ将来は？
　USJに行きたいなぁ～
●町の印象は？
　いい町
●最後に何か一言どうぞ
　てるちゃん　次　よろぴく

小宅丈枝さん（里白石）
●年齢は？　３１歳
●出身は？　石川町
●家族構成は？
　夫、息子、娘、夫の両親、犬
●趣味は?　DVD鑑賞、ショッピング
●今、欲しい物は?　車
●楽しかった思い出は?　友達家族で行った仙台旅行
●どんなスポーツが好きですか?
　野球、バレーボールなど

●プチ将来は？
　韓国旅行
●町の印象は？
　穏やかな町
●最後に一言どうぞ
　菜ちゃん市場を
　どうぞよろしく！

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

No.258

▶次回は、小宅裕子さん（里白石）予定です

▶次回は、小針輝久さん（袖山）予定です

とも え

田崎慶三さん（荒町）
けい ぞう
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●趣味は？
　本を見たり孫・曽孫の写真を見ることです
●特技は？　針仕事です
●戦時中の思い出は？
　B29（飛行機）の音が恐怖でした
●若い頃、楽しかった思い出は？
　家族で旅行に行ったことと、何回も飛行機に
　乗ったことです
●毎日何をしていますか？
　週４回デイサービスでお世話になっています
●町の印象は？
　山白石で生まれ育って今まで暮らしてきまし
　たが、とても静かで住み良いと思っています
●最後に何か一言どうぞ
　孫の結婚式で久しぶりに兄弟、子供、孫、曽
　孫の顔を見れたので、とても元気が出ました

佐 藤 ミ エ さん
（山白石６区）

遠藤良栄・佳織夫妻（染）に誕生した
第３子、諒真（りょうま）くんです。
（平成２３年６月２７日生まれ、男)

藤田孝史・美佳夫妻（荒町）に誕生した
第３子、叶夢（かなむ）くんです。
(平成２３年７月２４日生まれ、男)
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生田目福太郎 さん
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いつまでもお元気で 祝米寿
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　ます
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　　　　　華甲（かこう）
◆７０歳　古希（こき）
◆７７歳　喜寿（きじゅ）
◆８０歳　傘寿（さんじゅ）
◆８８歳　米寿（べいじゅ）
◆９０歳　卒寿（そつじゅ）
◆９９歳　白寿（はくじゅ）

◆１００歳　百寿（ひゃくじゅ・ももじゅ）
　　　　　　紀寿（きじゅ）
◆１０８歳　茶寿（ちゃじゅ）
　　　　　　不枠（ふわく）
◆１１１歳　皇寿（こうじゅ）
　　　　　　川寿（せんじゅ）
◆１２０歳　大還暦（だいかんれき）
　　　　　　昔寿（せきじゅ）

長
寿
の
祝
い
歳

長
寿
の
祝
い
歳

小 室 ア キ さん
（里白石）

ふく た ろう
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15　広報あさかわ　201１.12 【問い合わせ先】　保健センター　☎３６̶４７２２

インフルエンザが流行する季節です ご注意を！！インフルエンザが流行する季節です ご注意を！！

Ｑ１．インフルエンザとはどんな病気ですか。
　　インフルエンザウイルスの感染により、突然の高熱と全身のだるさ、筋肉痛などの全身症状が現れ
　ることが特徴です。通常、高熱が数日持続し１週間程度で回復しますが、ときには、合併症を伴い重
　症になることもあります。インフルエンザはその年により流行の程度に差がありますが、通常、１１
　月から１２月に始まり翌年の１月から３月ごろの間に患者が増加します。

Ｑ２．感染の拡大を防ぐためにはどのようにしたら良いですか。
　　一人一人がインフルエンザにかからないようすること、また、かかってしまったときには、他の人
　にうつさないようにすることが大切です。そのために下記のことに注意しましょう。
　■インフルエンザシーズン前にワクチン接種を受けることも予防のひとつです。
　■こまめにうがいや手洗いをしましょう。
　■バランスのよい食事と、十分な休養をとり、疲労がたまらないよう心がけましょう。
　■室内の湿度を５０～６０％に保ちましょう。（時々、換気も忘れずに）
　■人込み等への外出を控えましょう。また、外出するときにはマスクを着用しましょう。

Ｑ３．もしインフルエンザにかかったら、どのようなことに注意すればよいですか。
　■水分を十分に補給しましょう。
　■安静にし、十分な休養を。学校や職場は休みましょう。
　■早めに医療機関を受診して治療を受けましょう。
　■周りの方へうつさないために、マスクをつけましょう（咳エチケット）。外出を控えましょう。
　■薬を使う時には、医師や薬剤師の指示に従い正しく使用してください。薬を使用していて体調の不
　　調を感じたら、早めに医師・薬剤師などにご相談ください。

　一般社団法人 社会的包摂サポートセンターが、被災３県の方々を対象にしたフリーダイヤルの電話相談
を開設しました。このセンターは、被災した経験を持つ地方自治体の首長や首長経験者等が発起人となり、
全国の民間団体に協力を呼び掛けて立ち上げました。寄り添いホットラインは、「一人にしない」「社会から
切り離さない」ことを目指して電話相談に取り組んでいます。どんな悩みでも、相談できます。
◇電話番号：フリーダイヤル　０１２０－２７９－３３８
◇受付日時：毎週土・木曜　　午前１０時～午後１０時（平成２４年２月２９日まで）
◇町でも下記のような事業を実施していますので、ご利用ください。

【心の健康相談】　１２月１４日（水）（予約制）
　相談を希望される方は、電話で申し込んでください。（☎３６-４７２２）
　精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障害で困っている方やその家族、関係者が
対象になります。震災後、やる気が起きない、気持ちが落ち込む、お子さんの行動が気にな
る方などもご相談ください。
　相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。

「寄り添いホットライン」の開設について

「ガラスバッチ」のケース破損はご連絡ください！

　現在、中学生以下(15歳以下)のお子さんへ貸与している、放射線の
個人線量測定機「バッチ式線量計」のストラップが壊れたり、ケース
が破けたりした場合は、無償で交換いたしますので、ご連絡ください。
　　　　　　　　　【問い合わせ】　保健センター　☎３６-４７２２
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【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。
３～４か月健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

次回は
平成２４年２月７日（火）

平成２４年１月１２日（木）

次回は
平成２４年２月２４日（金）

平成２０年８月～９月生
保健センター

午後０:３０～０:４５

平成２４年１月２７日（金）

平成２４年１月１２日（木）

平成２２年１２月～
　　　　　平成２３年１月生

午前９:１５～９:３０

日　　程

受付時間
場　　所

保健センター場　　所

日　　程

受付時間

対 象 者

対 象 者

次回は
平成２４年２月２３日（木）

午後１:３０～１:４５
石川町保健センター

平成２３年 ９月生

おおたけ ゆうとくんおおたけ ゆうとくん かとうの えいたくんかとうの えいたくん

かわおと るなちゃんかわおと るなちゃん すとう しゅうくんすとう しゅうくん

（平成２３年１０月２８日受診分）

【乳がん検診】

【つどいの広場】　平成２４年１月１０日（火）
　　時間　午前９時３０分～午前１１時３０分　場所　保健センター
【みんなといっしょの広場】　１２月２０日（火）
　　時間　午前１０時００分～午前１１時００分　場所：浅川保育所
　　☆申込みは不要です。多くの方の参加をお待ちしております。

○対象になっている方で申し込みをされた方は、指定日に受診してください。
○日程変更の受付は終了しました。
○受診を希望される方で、受診票が届いていない場合は保健センターにご確認ください。
【働き盛りの大腸がん検診】
○対象となる方には、無料クーポン券を送付しています。平成２３年１０月の総合検診を受診されてい
　る場合は、クーポン券を送付していません。日程については、同封の通知をご確認ください。
○受診時に必要な物　無料クーポン券・検体（２日分とってください。）
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わ
せ
を
受
付

け
て
い
ま
す
。

　

住
居
や
勤
務
先
、
事
業
所
、

取
引
先
等
が
震
災
の
影
響
を

受
け
、
借
り
入
れ
が
弁
済
不

能
な
ど
の
人
が
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
利
用
に
よ
り
弁
済
方

法
の
変
更
や
債
務
の
減
免
な

ど
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
と

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
運
営
委
員
会
福
島
支
部

☎
0
2
4-

5
2
6-

0
2
8
1

運
営
委
員
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0-
3
8
0
8
8
3

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

又
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
へ

　

NTT
東
日
本
で
は
、
12
月
中

に
順
次
、
新
し
い
福
島
県
版

の
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事

業
所
へ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

お
届
け
の
際
に
回
収
い
た
し

ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡

し
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た
電

話
帳
は
、
地
球
環
境
保
護
や

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、

新
し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達

員
に
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ

た
場
合
は
、
「
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、
改

め
て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0-

5
0
6
3
0
9

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留

者
に
対
す
る
特
別
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
旧
ソ
連
又
は

モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け

る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国

籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方
で

す
。
（
特
別
措
置
法
施
行
日

（
平
成
22
年
６
月
16
日
）
以

降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相

続
人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、

施
行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
ご
遺
族
等
は
、
対
象
と

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

　

請
求
期
間
は
、
平
成
24
年

３
月
31
日
で
す
。
ま
だ
請
求

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
急
ぎ

く
だ
さ
い
。
請
求
期
間
内
に

特
別
給
付
金
の
支
給
請
求
を

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
当
基
金
か
ら
請
求
書

類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

既
に
特
別
給
付
金
を
支
給

　

さ
れ
た
方
は
、
再
度
の
請

　

求
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金 

事
業
部
特
別
給
付
金

認
定
担
当

平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

☎
0
5
7
0-

0
5
9-

2
0
4

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

IP
電
話
、
PHS
か
ら
は

☎
0
3-

5
8
6
0-

2
7
4
8
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社
員
、
パ
ー
ト
な
ど
の
従

業
員
の
方
が
仕
事
中
又
は
、

通
勤
途
中
に
地
震
・
津
波
に

遭
遇
し
、
ケ
ガ
又
は
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
、
ケ
ガ
を
さ
れ

た
方
、
又
は
ご
遺
族
は
、
労

災
保
険
か
ら
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

須
賀
川
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
2
4
8-

7
5-

3
5
1
9

福
島
労
働
局

☎
0
2
4-

5
3
6-

4
6
0
5

　

求
職
活
動
中
の
生
活
と
就

労
等
の
ご
相
談
に
応
じ
て
関

係
機
関
と
連
携
し
て
様
々
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
生
活
資
金
　

○
住
居
情
報

○
就
職
支
援
　

○
能
力
開
発

に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ふ
く
し
ま
求
職
者

　
　
　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

『
福
島
窓
口
』

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
2F

債
務
整
理
を
お
手
伝
い

福
島
市
三
河
南
町
１-

20

☎
0
2
4-

5
2
5-

2
5
1
0

開
所
時
間
：
月
〜
土
曜
日 

10
時
〜
18
時
30
分
（
水
・
日

曜
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始

は
休
所
）

『
郡
山
窓
口
』

ふ
く
し
ま
地
域
共
同
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
内

郡
山
市
島
二
丁
目
402

☎
0
2
4-

9
9
5-

5
0
5
7

開
所
時
間
：
月
〜
金
曜
日
８

時
30
分
〜
17
時
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
は

休
所
）

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

（
愛
称:

法
テ
ラ
ス
）
で
は
、

二
重
ロ
ー
ン
や
相
続
相
談
を

は
じ
め
、
被
災
者
が
直
面
す

る
法
的
な
問
題
に
つ
い
て
、

解
決
に
役
立
つ
各
種
法
制
度

な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
電

話
で
提
供
い
た
し
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
採
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国

各
地
に
い
る
被
災
者
に
無
料

で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

震
災
　

法
テ
ラ
ス
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0-

0
7
8
3
0
9

震
災
　

法
テ
ラ
ス

　
　
　

ダ
イ
ヤ
ル
開
設

労
災
補
償
請
求
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

暮
ら
し
と
仕
事
に

　
　

大
き
な
安
心
を
！

NTT
東
日
本
の

　
　
　

電
話
帳
を
発
行

戦
後
強
制
抑
留
者
へ
の

特
別
給
付
金

　　

個
人
債
務
者
の
私
的
整
理

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
一
般
社
団
法
人
個

人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
運
営
委
員
会
が
震
災
に
伴

う
ロ
ー
ン
返
済
等
に
関
す
る

相
談
や
問
い
合
わ
せ
を
受
付

け
て
い
ま
す
。

　

住
居
や
勤
務
先
、
事
業
所
、

取
引
先
等
が
震
災
の
影
響
を

受
け
、
借
り
入
れ
が
弁
済
不

能
な
ど
の
人
が
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
利
用
に
よ
り
弁
済
方

法
の
変
更
や
債
務
の
減
免
な

ど
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
と

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
運
営
委
員
会
福
島
支
部

☎
0
2
4-

5
2
6-

0
2
8
1

運
営
委
員
会
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0-

3
8
0
8
8
3

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

又
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
へ

　

NTT
東
日
本
で
は
、
12
月
中

に
順
次
、
新
し
い
福
島
県
版

の
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事

業
所
へ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、

お
届
け
の
際
に
回
収
い
た
し

ま
す
の
で
、
配
達
員
へ
お
渡

し
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た
電

話
帳
は
、
地
球
環
境
保
護
や

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、

新
し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達

員
に
電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ

た
場
合
は
、
「
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、
改

め
て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0-

5
0
6
3
0
9

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留

者
に
対
す
る
特
別
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
旧
ソ
連
又
は

モ
ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け

る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平

成
22
年
６
月
16
日
に
日
本
国

籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方
で

す
。
（
特
別
措
置
法
施
行
日

（
平
成
22
年
６
月
16
日
）
以

降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
相

続
人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、

施
行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
ご
遺
族
等
は
、
対
象
と

な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
）

　

請
求
期
間
は
、
平
成
24
年

３
月
31
日
で
す
。
ま
だ
請
求

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
急
ぎ

く
だ
さ
い
。
請
求
期
間
内
に

特
別
給
付
金
の
支
給
請
求
を

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
当
基
金
か
ら
請
求
書

類
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

既
に
特
別
給
付
金
を
支
給

　

さ
れ
た
方
は
、
再
度
の
請

　

求
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金 

事
業
部
特
別
給
付
金

認
定
担
当

平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

☎
0
5
7
0-

0
5
9-

2
0
4

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

IP
電
話
、
PHS
か
ら
は

☎
0
3-

5
8
6
0-

2
7
4
8

　

個
人
事
業
税
は
、
個
人
で

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
に
課

税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

個
人
事
業
税
の
納
期
限
は
、

通
常
、
第
１
期
分
が
８
月
末

日
、
第
２
期
分
が
11
月
末
日

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今

年
度
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
に
伴
う
納
期
限
の
延

長
措
置
に
よ
り
、
課
税
が
延

期
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
期
限
延
長
の
解

除
に
伴
い
、
今
年
度
の
納
期

限
が
第
１
期
分
は
平
成
24
年

１
月
４
日
㈬
、
第
２
期
分
が

２
月
末
日
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

課
税
の
対
象
と
な
ら
れ
る

方
に
は
、
12
月
上
旬
に
県
中

地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
納

税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振

替
納
税
を
す
る
方
法
も
あ
り

ま
す
の
で
県
中
地
方
振
興
局

県
税
部
に
お
申
し
込
み
の
う

え
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

新
し
く
口
座
振
替
を
申
し
込

ま
れ
た
場
合
は
、第
２
期
分
か

ら
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

県
税
課
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

☎
0
2
4-

9
3
5-

1
2
5
1

　

福
島（
Ｆ
）・
茨
城（
Ｉ
）・
栃

木（
Ｔ
）３
県
の
美
味
し
い
も

の
を
集
め
た
物
産
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
地
域

内
の
え
り
す
ぐ
り
の
特
産
品

の
販
売
や
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
で

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時

12
月
10
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

○
会
場

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

ア
ル
パ
地
下
１
階
噴
水
広
場

(

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋)

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.fit-area.jp/

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
地
域
振
興
課

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
1
1
8

　

福
島
県
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
、
来
年
３
月
31
日
に
終
了

し
ま
す
の
で
、
地
デ
ジ
の
ご

準
備
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
サ
ポ
福
島
で
は
、
こ
の

度
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

地
デ
ジ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
個

別
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時

12
月
12
日
㈪
〜
13
日
㈫

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
場
所

浅
川
町
中
央
公
民
館

○
内
容

受
信
相
談
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
相
談
な
ど

※
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ま
だ
視

聴
で
き
な
い
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受

信
料
全
額
免
除
世
帯
・
市
町

村
民
税
非
課
税
世
帯
・
半
壊

以
上
の
被
災
さ
れ
た
世
帯
の

方
々
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

デ
ジ
サ
ポ
福
島

平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

土
日
祝
：
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

☎
0
2
4-

5
0
5-

1
0
1
0
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ま
る
ご
と
Ｆ
Ｉ
Ｔ

　
　

フ
ェ
ア
２
０
１
１

地
デ
ジ
相
談
を

　
　

受
け
付
け
ま
す
！

個
人
事
業
税
納
期
の

お
知
ら
せ

取り壊し家屋の届出について
　平成２３年１月１日から１２月３１日までの期間に
取り壊しをした家屋がある場合は、必ず届け出をお願
いします。
《期　限》
　平成２４年１月２７日（金）
《内　容》
　①納税義務者　②家屋の所在地
　③構造・用途・床面積
　④取り壊し（滅失）年月日
《手続き方法》
　　税務課に届出用紙がありますので、印鑑を持参の
　うえ手続きをしてください。
　　届出用紙は、浅川町のホームページにも掲載して
　います。
　　すでに届出書を提出している方は、届け出る必要
　はありません。

　　　　【問い合わせ先】　税務課　☎３６-４１２２

《ごみの収集》
　ステーションごみの収集は、家庭ごみ収集カレンダ
ーのとおりです。
　事業系ごみと家庭系一般ごみの直接搬入は、１２月
３０日（金）午後４時まで。年始は１月４日（水）午
前９時から受け付けます。
《し尿くみ取り（浄化槽清掃）》
　年内分の申し込みは１２月１５日（木）まで。大変
混雑しますので早めに申し込みをしてください。年始
は１月４日（水）からくみ取りを行います。
《きららクリーンセンターの搬入（登録事業者のみ）》
　年末は１２月３０日（金）午後４時まで。年始は１
月４日（水）午前９時から搬入できます。
《粗大ごみの回収》
　年内分の申し込みは１２月２１日（水）までに申し
込みしたもの。年始は１月４日（水）午前９時から受
け付けます。
　　　　【問い合わせ先】　住民課　☎３６-４１２４

ごみの収集・し尿くみ取りについて
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水郡線全線開通７７周年記念まつり
～乗って見つける７７いろの魅力～

楽しくおしゃれに自分を磨いて婚活しよう！！

　今年７月に公募により、愛称が「奥久慈清流ライン」と決定された水郡線は、１２月
４日に全線開通７７周年を迎えます。これにあわせて、沿線地域の活性化と東日本大震
災により甚大な被害を受けた福島県、茨城県の復興支援を目的に「水郡線全線開通７７
周年記念まつり」が開催されます。
　沿線自治体とJR東日本が連携しながら、１１月２６日（土）から１２月１１日（日）
まで、各主要駅において各種イベントが展開され、１２月１１日（日）には、磐城石川
駅前広場をメインに、沿線の観光PRや物産販売をはじめ、臨時列車の運転が行われます。
◎福島県側のイベント
　○開催日時　平成２３年１２月１１日（日）午前９時～午後４時（予定）
　○開催場所　磐城石川駅構内、石川町内（ハイキング）
　○開催内容　・臨時列車到着時の歓迎セレモニー、
　　　　　　　　臨時列車リゾートトレイン撮影会
　　　　　　　　子供駅長制服撮影会、物産販売など
　　　　　　　・「陸奥国一之宮の歴史探訪と狛犬めぐり」
　○臨時列車　「リゾート奥久慈清流号」
　　　　　　　（キハ２（４８系）クルージングトレイン）
◎その他
　１２月２日（金）から４日（日）まで、水戸駅構内において、福島県沿線１１市町村
による観光PR及び物産販売を予定しています。
　当日の受付などもありますので、詳しくは、各駅構内のパンフレットなどをご覧くだ
さい。
【問い合わせ】　水郡線活性化対策協議会事務局
　　　　　　　　　　（石川町役場総務課内） ☎２６-９１１４

○開催日時　１２月２５日（日）午後１時３０分～
○開催場所　石川町　母畑温泉　八幡屋
○対 象 者　石川郡内に居住する男女
　　　　　　（女性は他の地域からも参加できます）
　　　　　　※男女とも年齢フリー
○募集定員　男女 各５０名
○参 加 費　男性４,０００円　女性２,０００円
○受付期間　１２月７日（水）まで（先着順）
○申込方法　各戸配布のチラシ、町ホームページ等をご覧のうえお申込みください。
○申 込 先　役場総務課など、チラシに記載されております各お申込み先まで。
　※やまとなでしこ講座・男磨き講座も行われます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　総務課　☎３６-４１２１

♡クリスマスにステキな出会いを♡

クリスマス・カクテルパーティー

な　な
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な　な

図書室に新刊が入りました。ゆっくり本を読んでみませんか?
　開室時間　月～金　８：３０～１７：００
　　　　　　第１・３土曜日は、１０：００～１２：００まで
「本の読み聞かせ会」・図書の貸出をしています。
※貸出期間は２週間、一人５冊まで借りられます
　　　　　　　　　　詳しくは中央公民館まで　☎３６-２１３４

○噛み合わせで決まるあなたの健康（佐藤 収／ルネッサンス・アイ） ○自分で登記をする会（熊谷雅人／登
記研究会） ○解病（南 和友／アチーブメント出版） ○ぶらり日本史散策（半藤一利／文藝春秋） ○ゆりか
ごのヤマト王朝（三）・（四）（千城央／本の森） ○トンノのひみつのプレゼント（田中きんぎょ／BL出
版） ○ともがき（久留島武彦／幻冬舎） ○第４１回JX童話賞作品集 童話の花束

◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区
生田目一男
鈴木　幸男
松本チヨノ
緑川ミツエ
富永ヤスコ
江田　　ん
佐川アサノ
緑川　甲衛
鈴木彦之丞

７９歳
56歳
92歳
68歳
91歳
95歳
86歳
86歳
8７歳

山白石１区
大 草
根 岸
本町２区
里白石
根 岸
大 草
荒 町

山白石４区

紀人女 紀子根本　心花 荒 町
はなこ

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

中央公民館　図書室からのお知らせ

～ 返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!! ～
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【ご相談・お問い合わせ・資料請求】
　フリーダイヤル　０１２０-６５-４１９２
　ご職業ごとに加入できる職能型もありま
す。詳しくはホームページをご覧ください。 
　　　　　　　　  http://www.npfa.or.jp

◎基本は終身年金。だから、一生涯お受取り。
◎万が一の時にはご家族に一時金も。
※年金受給前または保証期間内にお亡くなり
　になった場合。（B型を除きます。）

《飲酒運転の根絶》
《夕暮れ時と夜間の交通事故防止》
《すべての座席のシートベルトとチャイルド
　　　　　　　シートの正しい着用の徹底》

飲む前に 必ず確保 ハンドルキーパー

年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動
１２月１０日（土）～１月７日（土）

年金だより年金だより

国 民 年 金 基 金
自営業者の方にもサラリーマンなみの老後保障を。

老後からトク

◎掛金は全額所得控除。
◎掛金は自由に設定。
※口数単位での設定になります。また、途中
　での変更も可能です。

老後までトク

ローゴ ヨ　イ　ク　ニ

国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス

　

自
分
で
入
る
公
的
な
個
人
年
金
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つどいの広場
育児相談
３～４か月児健診
BCG予防接種
（保セ）
発表会予行演習
（浅保）

乳がん検診
（保セ）

身体測定（山保） 乳がん検診
（保セ）
誕生会（浅保）

資源：A地区
不燃：B地区 役場窓口延長

資源：A地区
不燃：B地区 役場窓口延長

資源：A地区
不燃：B地区

もぐもぐ教室
（保セ）

　石川中央医院
（石川町） 
☎２６ー２０２４
　東白川中央病院
（棚倉町） 
☎３３ー３２６３

身体測定（浅保）

身体測定【年長】
デイサービス訪
問～１４日・１６
日まで（幼稚園）

乳がん検診
（保セ）
お話会（浅保）

心の健康相談
（保セ）
絵本読み聞かせ会
（山保）

祖父母発表会
（幼稚園）

資源：B地区
不燃：A地区 役場窓口延長

資源：B地区
不燃：A地区 役場窓口延長

資源：B地区
不燃：A地区

デイサービス訪問
（山保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）

クリスマス・誕生
会、自由参加日
（幼稚園）

　ふるどのクリ
ニック
（古殿町） 
☎３２ー１１１４
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

授業参観（山小）
避難訓練（浅保、
山保）

身体測定（山保） 2学期終業式
（幼稚園）
にこにこ広場
（浅保）

なんでも法律相
談（福セ）
乳がん検診
（保セ）
冬季休業～１/９
まで（幼稚園）
交通指導（浅保）

2学期終業式
（小・中学校）
誕生会（浅保）
休み前の集会
（山保）

　大竹眼科 
（石川町） 
☎２６ー４１１８
　木村医院 
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

天皇誕生日
冬季休業～１/９
まで（小・中学校、
山保） 
　ひらた中央
病院（平田村）
☎５５ー３３３３
　あらまちクリニ
ック（棚倉町）
☎３３ー８０１８

身体測定（浅保） 御用納め
休み前の集会
（浅保）

　ひらた中央
病院（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

振替休日
　ひらた中央
病院（平田村） 
☎５５ー３３３３
　東白川中央病院
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

　ひらた中央
病院（平田村） 
☎５５ー３３３３
　おおひら整形
外科 （棚倉町） 
☎３３ー９４６８

御用始め元旦
　ひらた中央
病院（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
 ☎４６ー２３１２

須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日
夜間急病診療所で診察しています。
☎０２４８-７６-２９８０　須賀川市諏訪町６７-１
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前
　に電話で確認をしてください
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医○

医○

医○

医○ 医○

医○

医○

医○

医○

医○

医○ 医○
医○

医○
医○医○

医○

第２３回浅川町体
指杯バレーボール
大会
　添田医院
（石川町） 
☎２６ー２５３８
　おおひら整形
外科 （棚倉町） 
☎３３ー９４６８

医○

医○

医○

医○

　（公民館）
発表会（幼稚園）
クリスマスおゆ
うぎ会（山保）

発表会&クリスマ
ス会（浅保）

図○

　（公民館）
親子クッキング
教室（山保）

図○

　ひらた中央
病院（平田村） 
☎５５ー３３３３
　大木医院
 （棚倉町） 
☎３３ー２４２４

　ひらた中央
病院（平田村） 
☎５５ー３３３３
　東館診療所
 （矢祭町）
☎４６ー３１６５

年末年始休業～
１/３まで（浅保）

１２月の主な行事予定
町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

町の動き町の動き
７,０３６人
３,５２０人
３,５１６人
２,１３０世帯

（－１０）
（－６）
（－４）
（－４）

人口
男
女
世帯

（１１月１日現在）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１３件
１件
１件

　……図書室開放日・本の読み聞かせ
　……在宅当番医　保セ…保健センター
福セ…地域福祉センター

図○
医○

今月の納期
１２月２６日（月）

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT ）

資源：A地区  ～荒町、本町一区・二区、東大畑一区・二区
不燃：B地区  ～上記以外の区域
※可撚:月・木曜日の週２回、全地区収集

1 0月の1 0月の


